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一
人
一
人
の
輝
き
が
明
日
へ
、
そ
し
て
未
来
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
頭 

久
保
田
千
尋 

十
月
十
二
日
に
、
本
校
に
と
っ
て
ス
ポ
レ
ク
祭
と
と
も
に
大
き
な
行
事
で

あ
る
、
皆
生
・
ブ
ラ
イ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
風
雨
と
い
う
天
候
で
し
た
が
、
御
家
族
の
皆
様

は
も
と
よ
り
、
関
係
機
関
や
地
域
の
皆
様
に
多
数
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
く
の
方
に
御
支
援
、
御
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
度
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
幼
児
児
童
生
徒
み
ん
な
で
皆
生
・
ブ
ラ

イ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
始
ま
り
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う

児
童
生
徒
会
の
思
い
か
ら
、
自
分
た
ち
で
内
容
を
工
夫
し
ま
し
た
。
セ
レ
モ

ニ
ー
最
後
は
今
回
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
響
け
！
し
あ
わ
せ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を

全
校
で
読
み
上
げ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
か
け
声
で
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
十
二
の
学
習
グ
ル
ー
プ
が
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
学
習
の
成
果

を
、
劇
、
音
楽
活
動
、
報
告
会
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
実
演
な
ど
様
々
な
形

で
発
表
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
を
前
に
緊
張
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
幼
児
児
童
生
徒
も
発
表
し
終
え
た
後
は
、
会
場
か
ら
の
温
か
い
声

援
と
大
き
な
拍
手
に
、
や
り
遂
げ
た
と
い
う
表
情
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

一
人
一
人
が
個
々
の
力
を
発
揮
し
、
次
へ
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
行
事
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
、
「
令
和
」
初
の
皆
生
・
ブ
ラ
イ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
し
た
。

一
つ
一
つ
の
発
表
と
と
も
に
、
高
等
部
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
力
強
く
書

か
れ
た
「
と
ど
け
思
い 

新
し
い
時
代
の
夜
明
け 

命
も
や
し
て 

つ
ば
さ 

ひ
ろ
げ 

立
ち
向
か
う
」
か
ら
、
皆
生
の
子
ど
も
た
ち
の
た
く
ま
し
さ
と
大

き
な
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
、
さ
ら
に
自
分
の
力
を
発
揮

し
、
そ
の
輝
き
が
明
日
へ
、
そ
し
て
未
来
へ
つ
な
が
る
よ
う
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

皆
生
・
ブ
ラ
イ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

めろん組・小学部２組・３組  

大きなかぶ 

中学部１組 A・２組 A 

アラジンと３人の弟たち 

小学部４組・５組  フェス DE ドン！パン！ブー！ 
 

日頃学習で使っている楽器や、iPadを使って得意なこと
を発表したり、７人で力を合わせてかぶを引っ張ったりし
ました。いつもと違う環境でしたが、落ち着いて活動する

ことができました。それぞれの力を発揮することができ、
たくさんの拍手をいただきました。 

生徒一人一人が１学期からの授業の中でがんばって取り組ん

でいることをミッションにして発表しました。iPadを使って
計算しながら予算内で買い物をしたり、お客様と iPadを使っ
てコミュニケーションをとったり、画面に出てきた写真を見て

ひらがなカードを選んだりしました。たくさんの会場の皆さん
の前でしたが、カケジン、ソウジン、レイジンの３人は本番の
雰囲気を楽しみながら、今までの学習や練習の成果を発揮する

ことができとても輝いていました！たくさんのご声援ありがと
うございました。 

 ３グループに分かれて、歌や楽器演奏、スイッチ操作など日々の学習の成果を発
表しました。自分が発表するときだけでなく、友だちの発表でも「頑張れ！」と声

を出したり、楽器を鳴らしたりしてエールを送る姿が見られました。当日は会場の
お客様からもたくさんの拍手や歓声をいただき、大盛り上がりで発表を終えること
ができました。 

日頃の学習の中から、一人一人

がキラリと光る名場面を取り上げ
ました。６年生は、修学旅行や校
外学習での実体験を生かして、バ

リアフリーについてわかりやすく
伝えることができました。1組は
音楽の合奏や国語の音読などをお

客様の前で堂々と発表しました。
４人のパワーとチームワークで大
成功！「わっしょい！」 

小学部１組・６年  皆生版 世界の果てまでイッテＱ 

      中学部２組Ｂ・３組・４組  

        おはなし・ザ・アクション in 皆生座 

司会者や読み手、登場人物に扮し、「まんじゅ

うこわい」「北風と太陽」というお話に合わせ
て、普段の学習で取り組んでいることをお客様に
披露しました。手を動かしてまんじゅうを次々に

転がしたり、スイッチを操作して北風を起こした
りして、楽しくお話を進めていきました。当日の
発表では、たくさんのお客様に拍手をもらい笑顔

になったり、声を出して応えたりと、一人一人が
輝く場となりました。 

中学部３年・１組 B  Ｏｕｒ Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｗｏｒｌｄ 
～私たちの未来図～ 

校外学習や進路学習等で学んだこ
とを通して、将来の暮らし方や進路
について考えました。発表の最後
に、一人一人が将来に向けてこれか
ら頑張りたいことを宣言しました。
とても緊張しましたが、日頃の練習
の成果を発揮することができまし
た。また、発表練習を重ねるにつれ
て自分の言葉で伝えられるようにな
っていくのを感じました。今後の学
習に生かしていきたいと思います。 



                     
                  

皆生・B・F チーフコメント 
今年の皆生・ブライト・フェスティバルは「響け！しあわせのハーモ

ニー」というテーマの下に、幼児児童生徒が日頃の学習の成果を発表し

たり、作品を展示したりしました。当日は多数の保護者、来校者の皆様

にご来場いただき、発表会場はどこも盛況でした。温かい拍手、ご声援

をいただき、ありがとうございました。 

高等部１組、２組 

オータムクローバーフェス 
 

後

日頃学習で取り組んでいることを
活かして、光、風、水に関わること
を表現しました。子どもたちは、た
くさんのお客様を前にして、見る・
聴く・触る活動や、ものや人を意識
する活動など、日々の学習の成果を
存分に発揮することができました。 

高等部６組、７組、８組  
サンシャイン鉄道 

 

高等部１年・３年  another 桃太郎 
～あなたたちは本当の桃太郎をまだ知らない～ 

 
 

昔話の「桃太郎」を題材にし
て、争うのではなく話し合いで
解決することの大切さを劇で表
現することに取り組みました。
台本を自分たちで考え、観る方
が楽しむためには何が必要かア
ドバイスし合ったり、意見をい
ただいたりして本番に臨みまし
た。初めてステージ発表する生
徒もいましたが、役になりきっ
て堂々と発表することができま
した。 

企画･運営、広報、製作の３つのグル
ープに分かれて準備をしてきました。
本番では、「実演コーナー」や「しお
りコーナー」、「クイズコーナー」
等、どのコーナーも大盛況でした。お
客様に少しでも思いが伝わるように、
大きな声で丁寧に対応している生徒た
ちの姿が見られました。とても充実し
た楽しいフェスになりました。 

満点の鐘の音を目指して、生徒がそれぞれ歌声やタブレット、楽器等で得意な
曲を披露したり、和太鼓を演奏したりしました。大きなステージで、たくさんの
お客様を前に、時にはみんなで一緒に、時にはひとりで堂々と演奏や感想発表を
しました。鐘の音いっぱい、笑顔いっぱいのおとじまんとなりました。 

高等部 ３組・４組・５組   エンジョイおとじまん  
 

今年の発表には４名の児童生徒が参加しました。前半は映
像で学習の様子を紹介し、後半は会場の皆様と一緒に「とも
だちになるために」という曲を演奏しました。歌をうたった

り、楽器を鳴らしたり、手話を交えたりして発表しました。
お客様と一緒に温かいハーモニーを奏でました。 

小・中・高訪問学級  

ひろげよう！ともだちのわ！ 

高等部 
 書道パフォーマンス  

 

今年のテーマは「夜明け」。
新しい時代「令和」の始まりが
明るいものとなるようにと願い
をこめた言葉でした。パフォー
マンスだけでなく、装飾や音
響、エンドロール作成、アナウ
ンスと、高等部のたくさんの生
徒が自分の役割をもって準備を
して当日を迎えました。大きな
和紙に書いた作品が完成し、お
客様に披露されたときの大きな
拍手。みんなの顔から笑顔がこ
ぼれました。 

 
 

皆
生
・
ブ
ラ
イ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
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小学部修学旅行特集 中学部修学旅行特集 
中
学
部
修
学
旅
行 

 
 

 

期
日 

 

９
月 

日
（
水
） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

日
（
木
） 

 
 

 

行
き
先 

倉
敷
市 

 
1

日
目
倉
敷
科
学
館
で
は
、
見
て
、
触
っ
て
、
聞

い
て
色
々
な
科
学
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
科
学
実
験
で
、
空
気
砲
を
使
っ
て
煙
を
遠

く
ま
で
飛
ば
し
た
り
、
身
近
な
材
料
で
作
っ
た
ロ
ケ

ッ
ト
を
飛
ば
し
た
り
し
ま
し
た
。 

陶
器
の
絵
付
け
体
験
で
は
、
思
い
思
い
に
模
様
や

絵
を
描
き
ま
し
た
。
で
き
あ
が
り
が
楽
し
み
で
す
。 

夕
食
後
、
三
人
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
美
観
地

区
を
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
ま
し
た
。
古
い
街
並
み
や

川
面
が
光
に
照
ら
さ
れ
、
と
て
も
幻
想
的
で
し
た
。 

二
日
目
は
美
観
地
区
め
ぐ
り
で
し
た
。
川
舟
体
験

で
は
、
青
空
の
下
、
心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ
、
の
ん

び
り
と
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
船
頭

さ
ん
か
ら
、
建
物
や
川
の
説
明
を
し
て
も
ら
い
、
美

観
地
区
の
こ
と
が
詳
し
く
分
か
り
ま
し
た
。
散
策
で

は
、
前
も
っ
て
調
べ
て
い
た
お
土
産
物
屋
さ
ん
や
小

物
屋
さ
ん
を
め
ぐ
り
、
目
当
て
の
お
土
産
を
買
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

少
人
数
で
の
旅
で
し
た
が
、
生
徒
三
人
が
と
て
も

仲
良
く
、
笑
顔
と
笑
い
声
の
あ
ふ
れ
る
修
学
旅
行
に

な
り
ま
し
た
。 

 
 

 小
学
部
修
学
旅
行 

 
 

 

期
日 

 

９
月
５
日
（
木
） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

６
日
（
金
） 

 
 
 

行
き
先 

松
江
市 

 
五
、
六
年
生
四
名
で1

日
目
は
プ
ラ
バ
ホ
ー
ル
、

堀
川
遊
覧
、
二
日
目
は
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク
で

様
々
な
体
験
や
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
印
象
的
だ
っ
た
姿
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

プ
ラ
バ
ホ
ー
ル
で
は
、
ホ
ー
ル
特
有
の
音
の
反
響

を
感
じ
な
が
ら
、
自
分
の
声
や
手
を
た
た
い
て
音
を

出
し
た
り
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
を
真
剣
な
表

情
で
聞
き
入
っ
た
り
、
満
面
の
笑
み
で
楽
し
ん
だ
り

す
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

堀
川
遊
覧
で
は
、
は
じ
め
の
二
つ
の
橋
は
、
事
前

練
習
の
と
お
り
、
船
の
屋
根
が
下
が
る
の
を
楽
し
み

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
る
で
ス
コ
ー
ル
の
よ
う
な

大
雨
に
遭
遇
！
船
の
中
は
ま
る
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ク
ル
ー
ズ
の
様
に
な
り
、
「
わ
ー
！

き
ゃ
ー
！
」
と
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
！ 

 

フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク
で
は
、
園
内
に
広
が
る
ベ
ゴ

ニ
ア
な
ど
の
花
の
香
り
や
珍
し
い
鳥
の
声
を
感
じ

て
、
鼻
を
ピ
ク
ピ
ク
し
た
り
、
聞
き
耳
を
立
て
た

り
、
ペ
ン
ギ
ン
や
フ
ク
ロ
ウ
の
シ
ョ
ー
を
見
て
わ
く

わ
く
、
ド
キ
ド
キ
し
た
り
し
ま
し
た
。 

 

友
だ
ち
と
一
緒
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
共
有
し
、

楽
し
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
の
で
き
た
二
日
間
で
し

た
。 
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